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できるための支援の状況に関する内容が 2011 ;横山ら、 2011)。さらに、勉強を教
記述されている 9件を分析対象とした(表 え合うなど、治療以外の面で、も助け合って

































































で、ストレス解消をしていた(小俣、 2011; 江、 2011)。
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